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料のほうが高くなっている。試験体の仕様は表 1 に示される。 
表 1 試験体の仕様 
試験体 熱交換塗料 一般塗料 


















   a=－0.44 
b=1.62 
光沢度（60℃）:26.9 




日射計及びデータロガーにより 1 分間隔で測定された。試験期間は、平成 17 年 5 月 11









 Rc＝（θ0－θi）/Q (1.1) 
ここに、Rc：見掛けの熱抵抗[m2・K/W] 
    θ0：表面温度[℃] 
    θi：表面温度[℃] 
    Q：貫流熱量[W/m2] 
 
 









(a)宿橋               (b)合瀬橋 


























































































































































































































































































































































































































































































様を表 2.1 に示す。 
 









 2.2 試験片 












図 2.1 試験片作成方法 2.2 試験片寸法 
 
試験体 熱交換塗料 比較塗料 
塗料の種類 水性塗料 アクリル樹脂系水性塗料 
商品名 熱
D47 
つやあり EXE 交換塗料 
タフコート  











































図 2.4 熱流束センサー 
 
























した。熱電対(ガラス繊維)の仕様を表 2.3、熱電対(テフロン)の仕様を表 2.4 に示す。 
 
  
図 2.5 熱電対(ガラス繊維)         図 2.6 熱電対(テフロン) 
 
表 2.3 熱電対(ガラス繊維) 


























関係から計測周期を 10min とした。データロガーの仕様を表 2.5 に示す。 
 
図 2.7 データロガー① 
 





















                 












     図 2.8 熱伝導ペースト  
 



















図 2.9 断熱材 
断熱材 
形









.計測開始から 1 分後から保温箱内部にドライアイス 1.5kg 入れ冷却を開始する。 
.保温箱内部の温度が外気温と等しくなったところで計測終了。 


































































dx 2/)( QcQh +  














































































































































































熱伝導ペースト、断熱材は第 2 章と同様のためここでは省く。 
 
 










3.計測開始から 1 分後から試験片にライト照射を開始する。 
 
4.実験開始から 125 分後にライト照射を停止した。 
 
5.実験開始から 180 分後に計測を終了した。 
 



































































































































































































































































                          4.2 ペルチェ素子 

















図 4.3 ファン 
表 4.2 ファン 










































3.計測開始から 1 分後からペルチェ素子に電力を投入し冷却を開始する。 
 
4.ペルチェ素子に電力を投入してから 1 時間後に電力の供給を停止。 
 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    (o) 熱交換塗料  1.0A           (p) 比較塗料  1.0A 






































時間[s]   






















時間[s]   


















































































































































    (o) 熱交換塗料  1.0A           (p) 比較塗料  1.0A 

























































































































































































































































    (o) 熱交換塗料  1.0A           (p) 比較塗料  1.0A 






















































時間[s]   






































時間[s]   














































































































































































































































    (o) 熱交換塗料  1.0A           (p) 比較塗料  1.0A 















































(a)ヒーター側に試験片裏面を設置    (b)ヒーター側に試験片表面を設置 
























































した。データロガー②では計測結果記録方法が EXCEL の csv 形式ででき記録整理が簡
単なため測定周期を 1s と
  
図 5.3 データロガー①      図 5.4 データロガー② 





















ンラバーヒーターの仕様を表 5.3 に示す。 
ーター 
表 5.3 シリコンラバーヒーター 



















図 5.6 電源 
形  直流電源 






























































































































































































s] 時間[s]  



























































































    (g) 熱交換塗料 17.5V            (h) 比較塗料 17.5V 
 
 
熱交換                    比較 

























































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V           (h) 比較塗料 17.5V 













































































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V            (h) 比較塗料 17.5V 
































































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V           (h) 比較塗料 17.5V 
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    (g) 熱交換塗料 17.5V           (h) 比較塗料 17.5V 















































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V           (h) 比較塗料 17.5V 




































































































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V            (h) 比較塗料 17.5V 















































































































時間[s]   





































    (g) [熱の流れ：裏から表] 17.5V    (h) [熱の流れ：表から裏] 17.5V 














































































































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V            (h) 比較塗料 17.5V 

































































































































































    (g) 熱交換塗料 17.5V           (h)比較塗料 17.5V 








































































































図 6.2、図 6.3 は試験片の表面あるいは裏面をヒーターで加熱した場合の熱交換塗料
比較塗料の高温側、低温側試験片温度結果を示す。 
図 6.4、図 6.5 は放熱量計測実験における熱交換塗料と比較塗料の箱内温度結果を示
した場合 27.5V では熱交換塗料 25℃、比較塗料 25.1℃ 
験片表面をヒーターで加熱した場合逆方向 27.5V では熱交換塗料 24.4℃、比較塗料
認できなかった。 
図 6.6、図 6.7 は放熱量計測実験における試験片裏面をヒーターで加熱した場合、試
と比較塗料の熱流束結果を示す。 



























































































   (c) 熱交換塗料 20V            (d) 比較塗料 20V 








































































    (c) 熱交換塗料 20V            (d) 比較塗料 20V 




















































































































    (c) 熱交換塗料 20V            (d) 比較塗料 20V 












































































































































    (c) 熱交換塗料 20V            (d) 比較塗料 20V 









































図 2.12 の高温側、低温側試験片温度の差と図 2.13 の熱流束結果に注目すると、ドラ
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